
 

今後の具体的な審議事項について（案） 

 

 

以下の事項については、ワーキンググループ（WG）において集中的に具体的

な検討を行う。 

 

 

１．出題数について 

（１）出題数・試験日程・導入時期 

（２）出題基準の改定に向けた出題範囲の方向性  等 

 

※ 医師国家試験を通過した後の実態を国家試験に反映するため、現在、臨床

研修に大きく関与している診療科等からも意見聴取を行う。 

 

２．OSCEについて 

OSCEのパイロット（日本語診療能力調査）等を踏まえた方向性 等 

 

３．受験資格認定について 

諸外国（米国、欧州）の状況や日本における医学教育の標準化の取り組み

を踏まえた方向性 等 

 

４．その他 

○ 出題内容について 

○ 合格基準について 

○ 受験回数制限について 

○ 試験問題の蓄積（プール制）について 

○ コンピュータ制の導入について 

○ 年間の試験回数について   等 
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